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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月25日(2018.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示するように制御する表示制御
手段と、
　第１の表示モードと第２の表示モードとを切り替える切替手段と、
　前記第１の表示モードの場合には、自動的な表示範囲の変更を行うことなく、ユーザか
らの表示範囲の変更操作があった場合に、前記表示制御手段によって表示されている画像
の表示範囲を変更し、
　前記第２の表示モードの場合には、前記変更操作がなくとも、前記表示制御手段によっ
て表示されている画像の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第２の表示モードの場合に、表示する画像に関する、視点方向を
示す情報が含まれる補助情報に基づいて画像の表示範囲を自動的に変更するように制御す
ることを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記補助情報は、表示される画像についての複数のユーザの閲覧状況に関する情報であ
ることを特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
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【請求項４】
　画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示するように制御する表示制御
手段と、
　ユーザからの表示範囲の変更操作がなくとも、表示される画像についての複数のユーザ
の閲覧状況に関する補助情報に基づいて、前記表示制御手段によって表示されている画像
の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、表示範囲を自動的に変更する場合に、前記補助情報に基づいて、複数
の視点方向のうち、視点方向毎の閲覧数に基づいて決定される視点方向を表示するように
制御することを特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、表示範囲を自動的に変更する場合に、前記補助情報に基づいて、複数
の視点方向を示す情報のうち、視点方向毎のコメント数に基づいて決定される視点方向を
表示するように制御することを特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の表示制
御装置。
【請求項７】
　前記画像は動画であり、前記補助情報は、動画の再生時間における複数の区間毎に関連
付けられた複数のユーザの閲覧状況に関する情報であることを特徴とする請求項２乃至６
のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、表示範囲を自動的に変更する際に、現在の再生時間よりも先の所定の
範囲内に関連付けられた前記補助情報に基づく視点方向を示す表示アイテムを、再生中の
動画とともに表示するように制御することを特徴とする請求項７に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、表示範囲を自動的に変更する際に、現在の再生時間よりも先の所定の
範囲内に関連付けられた前記補助情報に含まれる視点方向を示す情報に基づいて、表示範
囲を自動的に変更するように制御することを特徴とする請求項７または８に記載の表示制
御装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、表示範囲を自動的に変更する際に、動画のフレーム間での表示範囲の
変更量を一定の値以下に制限することを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載
の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は更に、
　画像と、該画像に対応する補助情報とをネットワークを介して取得するように制御し、
　前記変更操作によって表示された画像の表示範囲に対応する視点方向を示す情報を、前
記補助情報の取得元に送信するように制御することを特徴とする請求項２乃至１０のいず
れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
　前記切替手段は、ユーザからの切り替え操作に応じて前記第１の表示モードと前記第２
の表示モードとを切り替えることを特徴する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項１３】
　前記切替手段は、前記第２の表示モードである場合に、前記変更操作があったことに応
じて、前記第１の表示モードに切り替えることを特徴する請求項１乃至３のいずれか１項
に記載の表示制御装置。
【請求項１４】
　前記変更操作は、画像を表示している表示領域に対するドラッグ操作であることを特徴
とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
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【請求項１５】
　前記表示制御手段は、画像のうち現在の表示範囲とは異なる他の範囲について付加され
た付加情報がある場合に、前記現在の表示範囲のうち、前記他の範囲に対応する位置に前
記付加情報に基づく表示アイテムを重畳して表示するように制御することを特徴とする請
求項１乃至１４のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１６】
　前記付加情報は画像を閲覧したユーザのコメント情報であることを特徴とする請求項１
５に記載の表示制御装置。
【請求項１７】
　前記制御手段は、基準面内の基準線からの角度である第１の角度情報と、前記基準面か
らの角度である第２の角度情報とに基づいて画像の表示範囲を特定することを特徴とする
請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１８】
　前記表示制御手段は、半球以上の球状の映像の一部を表示範囲として表示するように制
御することを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１９】
　前記画像は全天球画像であることを特徴とする請求項１乃至１８のいずれか１項に記載
の表示制御装置。
【請求項２０】
　表示制御装置と動画を配信するサーバとからなるシステムであって、
　画像と、該画像についての複数のユーザの閲覧状況に関する補助情報とを表示制御装置
に配信する配信手段と、
　前記表示制御装置において、前記配信手段で配信された画像のうち表示可能な全方向の
一部を表示範囲として表示するように制御する表示制御手段と、
　前記表示制御装置において、ユーザからの表示範囲の変更操作に応じて前記表示制御手
段によって表示されている画像の表示範囲を変更するように制御可能であり、かつ、前記
変更操作がなくとも、前記配信手段で配信された前記補助情報に基づいて、前記表示制御
手段によって表示されている画像の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御手段
と、
　前記表示制御装置で行われたユーザからの表示範囲の変更操作に応じて表示された前記
画像の表示範囲に対応する視点方向を示す情報を前記表示制御装置から受信する受信手段
と、
　前記受信手段で受信した情報に基づいて前記閲覧状況を集計する集計手段と
を有することを特徴とするシステム。
【請求項２１】
　画像と、該画像についての複数のユーザの閲覧状況が集計された補助情報とをサーバか
ら取得する取得手段と、
　前記取得手段で取得した画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示する
ように制御する表示制御手段と、
　ユーザからの表示範囲の変更操作に応じて前記表示制御手段によって表示されている画
像の表示範囲を変更するように制御可能であり、かつ、前記変更操作がなくとも、前記取
得手段で取得した前記補助情報に基づいて、前記表示制御手段によって表示されている画
像の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御手段と、
　前記変更操作によって表示された画像の表示範囲に対応する視点方向を示す情報を、前
記サーバに送信する送信手段と
を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２２】
　画像と、該画像についての複数のユーザの閲覧状況に関する補助情報とを表示制御装置
に配信する配信手段と、
　前記表示制御装置において前記画像のうち表示可能な全方向の一部が表示範囲として表
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示された際に行われたユーザからの表示範囲の変更操作に応じて表示された前記画像の表
示範囲に対応する視点方向を示す情報を前記表示制御装置から受信する受信手段と、
　前記受信手段で受信した情報に基づいて前記閲覧状況を集計する集計手段と
を有することを特徴とするサーバ。
【請求項２３】
　画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示するように制御する表示制御
ステップと、
　第１の表示モードと第２の表示モードとを切り替える切替ステップと、
　前記第１の表示モードの場合には、自動的な表示範囲の変更を行うことなく、ユーザか
らの表示範囲の変更操作があった場合に、前記表示制御ステップによって表示された画像
の表示範囲を変更し、
　前記第２の表示モードの場合には、前記変更操作がなくとも、前記表示制御ステップに
よって表示された画像の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御ステップと
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項２４】
　画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示するように制御する表示制御
ステップと、
　ユーザからの表示範囲の変更操作がなくとも、表示される画像についての複数のユーザ
の閲覧状況に関する補助情報に基づいて、前記表示制御ステップによって表示された画像
の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御ステップと
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項２５】
　画像と、該画像についての複数のユーザの閲覧状況が集計された補助情報とをサーバか
ら取得する取得ステップと、
　前記取得ステップで取得した画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示
するように制御する表示制御ステップと、
　ユーザからの表示範囲の変更操作に応じて前記表示制御ステップによって表示された画
像の表示範囲を変更するように制御可能であり、かつ、前記変更操作がなくとも、前記取
得ステップで取得した前記補助情報に基づいて、前記表示制御ステップによって表示され
た画像の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御ステップと、
　前記変更操作によって表示された画像の表示範囲に対応する視点方向を示す情報を、前
記サーバに送信する送信ステップと
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項２６】
　画像と、該画像についての複数のユーザの閲覧状況に関する補助情報とを表示制御装置
に配信する配信ステップと、
　前記表示制御装置において前記画像のうち表示可能な全方向の一部が表示範囲として表
示された際に行われたユーザからの表示範囲の変更操作に応じて表示された前記画像の表
示範囲に対応する視点方向を示す情報を前記表示制御装置から受信する受信ステップと、
　前記受信ステップで受信した情報に基づいて前記閲覧状況を集計する集計ステップと
を有することを特徴とするサーバの制御方法。
【請求項２７】
　コンピュータを、請求項１乃至１９、２１のいずれか１項に記載された表示制御装置の
各手段として機能させるためのプログラム。
【請求項２８】
　コンピュータを、請求項１乃至１９、２１のいずれか１項に記載された表示制御装置の
各手段として機能させるためのプログラム。を格納したコンピュータが読み取り可能な記
憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の表示制御装置は、
　画像のうち表示可能な全方向の一部を表示範囲として表示するように制御する表示制御
手段と、第１の表示モードと第２の表示モードとを切り替える切替手段と、前記第１の表
示モードの場合には、自動的な表示範囲の変更を行うことなく、ユーザからの表示範囲の
変更操作があった場合に、前記表示制御手段によって表示されている画像の表示範囲を変
更し、前記第２の表示モードの場合には、前記変更操作がなくとも、前記表示制御手段に
よって表示されている画像の表示範囲を自動的に変更するように制御する制御手段とを有
することを特徴とする。
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